
今
後
の
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
の
た
め
に
は
、

社
会
を
担
う
青
年
層
の

「
生
き
る
力
」を
育
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

そ
の
育
成
の
た
め
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｆ
と

Ｃ
Ｅ
Ｌ
が
共
同
開
発
し
た
、

年
間
を
通
じ
て
第
一
次
産
業
分
野
で
の
学
び
が

体
験
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
始
動
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の

「
生
き
る
力
」を

育
む
機
会
が
必
要

　児
童
・
青
年
層
の「
生
き
る
力（
人
間
力
・

生
活
力
）」
が
弱
体
化
し
て
い
る
。
そ
の
原

因
と
し
て
、「
自
然
や
地
域
社
会
と
深
く
関

わ
る
機
会
の
減
少
」、「
集
団
生
活
の
不
足
」

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
で
は
、
彼
ら
の
感
性

や
生
き
る
力
を
育
む
に
は
、
な
に
が
必
要
な

の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
考
え
ら
れ
る
の
は
、
現

在
の
若
年
層
に
不
足
し
て
い
る
、
自
然
体
験
、

生
活
体
験
、
社
会
体
験
で
あ
る
。

　大
阪
ガ
ス
㈱
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
文
化
研
究
所

（
Ｃ
Ｅ
Ｌ
）
は
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
こ
ど
も
環
境
活

動
支
援
協
会（
Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｆ
）（
＊
１
）と
協
働
し
、

持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
を
担
う
青
年
層

（
小
学
生
〜
大
学
生
）
を
育
成
す
る
た
め
、

農
・
林
・
水
産
業
な
ど
の
第
一
次
産
業
分
野

で
の
総
合
的
な
体
験
学
習
の
機
会
を
創
出
し
、

生
活
力
を
育
む
学
び
の
社
会
デ
ザ
イ
ン
の
研

究
を
２
０
１
１
年
度
か
ら
行
っ
て
き
た
。
第

一
次
産
業
を
担
う
「
農
林
水
産
省
近
畿
農
政

局
」、「
兵
庫
県
農
政
環
境
部
」、「
兵
庫
県
漁

業
協
同
組
合
連
合
会
」、「
兵
庫
県
森
林
組
合

連
合
会
」、「
兵
庫
六
甲
農
業
協
同
組
合
」、「
生

活
協
同
組
合
コ
ー
プ
こ
う
べ
」
に
も
メ
ン
バ

ー
と
し
て
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
研
究
会
を

設
置
し
て
、
協
働
で
学
び
の
社
会
デ
ザ
イ
ン

と
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
検
討
し
た
。

　ま
ず
、
第
一
次
産
業
お
よ
び
食
を
巡
る
課

題
を
抽
出
し
、
次
に
、
将
来
を
見
据
え
た
学

び
の
社
会
デ
ザ
イ
ン
を
検
討
す
る
た
め
、
50

年
後
の
社
会
像
の
概
観
を
取
り
ま
と
め
た
。

各
団
体
・
機
関
が
行
っ
て
い
る
体
験
学
習
の

課
題
の
抽
出
も
行
い
、
総
合
的
な
生
活
力
を

育
む
た
め
の
学
び
の
要
素
、
学
び
の
社
会
デ

ザ
イ
ン
の
検
討
、
そ
し
て
、
第
一
次
産
業
を

基
盤
と
す
る
学
び
の
体
験
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
策
定
し
た
。以
下
、そ
の
概
要
を
紹
介
す
る
。

人
口
減
少
社
会
に
お
け
る

第
一
次
産
業
の
あ
る
べ
き
姿

　第
一
次
産
業
お
よ
び
食
を
巡
る
課
題
と
し

て
は
、
食
料
自
給
率
の
低
下
、
海
外
か
ら
の

安
い
輸
入
品
や
食
生
活
の
変
化
に
よ
る
国
産

品
の
需
要
量
の
減
少
、
従
事
者
の
減
少
と
高

齢
化
お
よ
び
後
継
者
不
足
、
耕
作
面
積
の
減

少
、
水
質
浄
化
に
よ
る
海
の
貧
栄
養
化
に
起

因
す
る
漁
獲
量
の
減
少
、
森
林
病
害
虫
や
野

生
動
物
に
よ
る
被
害
の
増
大
、
食
生
活
の
変

化
（「
日
本
型
食
生
活
」
か
ら
「
欧
米
型
食

生
活
」
へ
）
に
よ
る
生
活
習
慣
病
の
増
加
、

食
と
第
一
次
産
業
と
の
つ
な
が
り
、
お
よ
び

第
一
次
産
業
間
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
の
認

識
不
足
、
食
品
廃
棄
物
の
増
加
、
食
品
産
業

の
事
業
活
動
の
過
程
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
資
源

を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
るCO

2

排
出
な
ど
の

環
境
負
荷
の
増
大
な
ど
、
非
常
に
多
く
の
問

題
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　一
方
、
50
年
後
の
社
会
像
は
ど
う
な
っ
て

い
る
だ
ろ
う
か
。
日
本
の
人
口
は
２
０
１
０

年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
、
２
１
０
０
年
に
は
、

現
在
の
⅓
ま
で
激
減
す
る
。
こ
の
人
口
減
少

社
会
で
は
、
１
億
２
０
０
０
万
人
時
代
の
狭

い
国
土
や
乏
し
い
資
源
と
比
較
し
て
、
有
効

活
用
し
う
る
土
地
や
資
源
が
多
く
な
る
。
ま

た
、
高
度
経
済
成
長
下
で
軽
視
さ
れ
た
「
食

物
を
作
っ
て
食
べ
る
」
と
い
う
基
礎
生
活
力

の
必
要
性
が
再
認
識
さ
れ
、
そ
れ
は
農
業
を

は
じ
め
と
す
る
第
一
次
産
業
の
再
評
価
に
つ

な
が
る
。
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
は
、
農
林
水

産
業
の
復
権
が
期
待
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　し
か
し
、
高
度
成
長
社
会
で
重
視
さ
れ
た

分
業
シ
ス
テ
ム
の
た
め
、
第
一
次
産
業
同
士

で
の
つ
な
が
り
は
弱
ま
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

今
後
は
、
農
業
、
林
業
、
漁
業
お
よ
び
消
費

者
が
相
互
補
完
し
強
め
合
う
、
自
立
循
環
型

社
会
を
目
指
す
必
要
が
あ
る
（Chart 1

）。

総
合
的
な
生
活
力
を
育
む

学
び
と
は

「
総
合
的
な
生
活
力
」
と
は
、
多
様
な
生
態

系
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
自
然
界
に
お
い

て
自
ら
の
行
動
を
律
し
、
他
者
と
の
協
働
や

創
造
の
楽
し
さ
を
理
解
し
、
未
来
に
希
望
を

も
っ
て
自
立
し
た
生
き
方
を
探
索
で
き
る
基

礎
体
験（
自
然
体
験
・
生
活
体
験
・
社
会
体
験
）

に
裏
打
ち
さ
れ
た
能
力
と
考
え
ら
れ
る
。

　総
合
的
な
生
活
力
を
育
む
学
び
の
要
素
と

し
て
は
、
自
活
力
、
自
然
対
話
力
、
協
働
す

る
力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
４
つ
が

挙
げ
ら
れ
る
（Chart 2

）。

　本
研
究
を
「
学
び
の
社
会
デ
ザ
イ
ン
」
と

し
て
い
る
の
は
、
農
・
林
・
水
産
・
消
費
の

分
野
で
総
合
的
な
生
活
力
を
育
む
取
り
組
み

に
よ
っ
て
、
日
本
社
会
の
持
続
可
能
性
に
貢

献
し
、
流
動
化
す
る
国
際
情
勢
に
も
対
応
で

き
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

る
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
今
後
の
日
本
社

会
の
向
か
う
べ
き
方
向
性
に
大
き
く
影
響
を

与
え
る
。

　研
究
会
メ
ン
バ
ー
の
体
験
学
習
事
業
実
績

や
共
通
課
題
も
踏
ま
え
、
社
会
教
育
お
よ
び

学
校
教
育
に
お
け
る
総
合
的
な
事
業
展
開
の

社
会
デ
ザ
イ
ン
を
以
下
の
よ
う
に
提
案
し
た

い
。

①
点
と
し
て
の
取
り
組
み
：
第
一
次
産
業
間

お
よ
び
消
費
を
総
合
的
に
つ
な
げ
て
考
え

る
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
各
事
業
主

体
が
共
通
の
考
え
と
し
て
確
認
し
合
い
体

験
事
業
な
ど
に
反
映
す
る
。

②
線
と
し
て
の
取
り
組
み
：
各
事
業
主
体
が

連
携
し
て
体
験
事
業
な
ど
を
積
極
的
に
実

施
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
事
業
参
加
者
に

つ
な
が
り
を
理
解
し
、
そ
の
重
要
性
を
認

識
し
て
も
ら
う
。

③
面
と
し
て
の
取
り
組
み
：
各
事
業
主
体
協

力
の
下
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
的
学
び
を
総

合
的
に
デ
ザ
イ
ン
し
た
年
間
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
作
成
し
、
青
年
層
を
対
象
に
実
施
す
る
。

④
点
・
線
・
面
の
取
り
組
み
を
有
機
的
に
つ

な
げ
る
た
め
の
取
り
組
み
：
各
事
業
主
体

が
共
有
で
き
る
共
通
目
標
を
策
定
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
機
会
を
通
じ
て
、
そ
の
必
要
性

と
活
動
の
全
体
像
に
つ
い
て
社
会
に
提
案

を
行
う
。

⑤
幼
児
期
か
ら
大
学
生
ま
で
の
年
代
を
つ
な

ぐ
継
続
的
な
取
り
組
み
の
デ
ザ
イ
ン
：
保

育
所
か
ら
大
学
生
ま
で
の
各
年
齢
を
対
象

と
し
た
学
校
内
外
で
の
取
り
組
み
を
時
系

列
的
に
整
理
し
、
総
合
的
な
生
活
力
を
育

む
た
め
の
体
験
的
学
び
を
体
系
化
す
る
。

体
験
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

策
定
と

モ
デ
ル
事
業
の
実
証

　大
学
生
な
ど
の
青
年
層
を
対
象
に
、
一
般

的
な
農
業
の
現
状
を
理
解
す
る
だ
け
で
な
く
、

年
間
を
通
じ
て
農
作
業
や
林
業
、
漁
業
な
ど

を
体
系
的
に
体
験
で
き
、
ま
た
、
第
一
次
産

業
や
食
を
巡
る
課
題
、
水
、
生
物
多
様
性
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
問
題
な
ど
の
座
学
も
取

第
一
次
産
業
を
基
盤
と
し
た

総
合
的
な

学
び
の
社
会
デ
ザ
イ
ン

若
者
の「
生
き
る
力
」を
育
む
に
は
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り
入
れ
た
、
総
合
的
な
体
験
学
習
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
策
定
し
た
。

　具
体
的
に
は
、
農
業
体
験
は
、
田
畑
の
草

刈
り
・
こ
う耕

　
う
ん耘

、
た
い堆

　
ひ肥

づ
く
り
、
米
・
小
麦
・

夏
野
菜
・
サ
ツ
マ
イ
モ
・
秋
冬
野
菜
な
ど
の

植
え
付
け
、
水
や
り
、
草
刈
り
な
ど
の
管
理
、

収
穫
で
あ
る
。
漁
業
体
験
に
お
い
て
は
、
カ

キ
・
わ
か
め
の
養
殖
体
験
、魚
の
さ
ば
き
体
験
、

林
業
体
験
に
お
い
て
は
、
森
林
整
備
の
実
態

（
＊
１
）
兵
庫
県
西
宮
市
を
拠
点

に
市
民
・
事
業
者
・
行
政
の
連

携
で
、
食
・
農
・
自
然
・
環
境

な
ど
の
社
会
的
課
題
に
取
り
組
み
、

持
続
可
能
な
社
会
シ
ス
テ
ム
づ
く

り
を
目
指
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
。

把
握
と
間
伐
体
験
、ま
た
食
育
・
火
育（
＊
２
）

実
習
な
ど
を
行
う
。
研
究
会
で
の
報
告
と
フ

ォ
ロ
ー
な
ど
も
含
め
、
年
間
計
32
回
の
体
験

学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
（Chart 3

）。

　フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
農
業
体
験
は
、Ｌ
Ｅ
Ａ

Ｆ
が
兵
庫
県
西
宮
市
内
の
寺
院
の
協
力
を
得

て
使
用
し
て
い
る
農
地
、
漁
業
体
験
は
、
兵

庫
県
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
の
漁
場
、
林
業

体
験
は
、
兵
庫
県
森
林
組
合
連
合
会
の
森
林

お
よ
び
生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ
こ
う
べ
が
所

有
し
て
い
る
森
を
予
定
し
て
い
る
。

　２
０
１
３
年
５
月
よ
り
、
大
学
生
を
対
象

に
、
青
年
層
の
視
点
で
体
験
を
通
じ
て
学
ん

だ
こ
と
を
自
己
分
析
し
、「
総
合
的
な
生
活

力
」
や
「
自
立
し
た
生
き
方
」
に
つ
い
て
の

意
識
変
化
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
の
効
果
に
つ

い
て
評
価
を
行
う
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
し
て

い
る
。

さ
い
ご
に

　今
後
は
、
国
や
自
治
体
、
第
一
次
産
業
の

関
係
団
体
・
機
関
の
協
力
を
得
て
検
討
し
て

き
た
モ
デ
ル
事
業
の
検
証
を
行
う
と
と
も
に
、

体
制
や
資
金
面
な
ど
持
続
可
能
な
事
業
と
な

る
よ
う
な
仕
組
み
の
検
討
も
進
め
、
今
回
紹

介
し
た
学
び
の
社
会
デ
ザ
イ
ン
お
よ
び
体
験

学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
急

務
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
、

こ
れ
か
ら
の
大
き
な
社
会
変
化
に
対
応
で
き

る
青
年
層
の
生
活
力
の
育
成
に
貢
献
し
、
広

く
水
平
展
開
で
き
る
よ
う
、
行
政
お
よ
び
教

育
機
関
、
ま
た
他
の
機
関
・
団
体
へ
の
提
案

活
動
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

消費者

林業

魚粉飼料の提供

土
地
栄
養
分
の
流
入手

入
れ
の
協
力

水・酸素・
材木資源の
提供

資源利用・
手入れ資金の
供出

水産
物の
購入
・

栄養
塩の
流入

水産
物の
提供生ゴミ堆肥の

提供

農作物の提供

魚
粉
飼
料
の
提
供水・土

地
栄
養
分
の
流

入

土地栄養分の流入

農業

第一次産業と消費生活は互いに支え合っている

漁業

Fishery

Consumer

Forestry

Agriculture

出典／学びの社会デザイン研究会資料より

Chart 1
今
後
の
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
の
た
め
に
は
、

社
会
を
担
う
青
年
層
の

「
生
き
る
力
」を
育
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

そ
の
育
成
の
た
め
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｆ
と

Ｃ
Ｅ
Ｌ
が
共
同
開
発
し
た
、

年
間
を
通
じ
て
第
一
次
産
業
分
野
で
の
学
び
が

体
験
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
始
動
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の

「
生
き
る
力
」を

育
む
機
会
が
必
要

　児
童
・
青
年
層
の「
生
き
る
力（
人
間
力
・

生
活
力
）」
が
弱
体
化
し
て
い
る
。
そ
の
原

因
と
し
て
、「
自
然
や
地
域
社
会
と
深
く
関

わ
る
機
会
の
減
少
」、「
集
団
生
活
の
不
足
」

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
で
は
、
彼
ら
の
感
性

や
生
き
る
力
を
育
む
に
は
、
な
に
が
必
要
な

の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
考
え
ら
れ
る
の
は
、
現

在
の
若
年
層
に
不
足
し
て
い
る
、
自
然
体
験
、

生
活
体
験
、
社
会
体
験
で
あ
る
。

　大
阪
ガ
ス
㈱
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
文
化
研
究
所

（
Ｃ
Ｅ
Ｌ
）
は
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
こ
ど
も
環
境
活

動
支
援
協
会（
Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｆ
）（
＊
１
）と
協
働
し
、

持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
を
担
う
青
年
層

（
小
学
生
〜
大
学
生
）
を
育
成
す
る
た
め
、

農
・
林
・
水
産
業
な
ど
の
第
一
次
産
業
分
野

で
の
総
合
的
な
体
験
学
習
の
機
会
を
創
出
し
、

生
活
力
を
育
む
学
び
の
社
会
デ
ザ
イ
ン
の
研

究
を
２
０
１
１
年
度
か
ら
行
っ
て
き
た
。
第

一
次
産
業
を
担
う
「
農
林
水
産
省
近
畿
農
政

局
」、「
兵
庫
県
農
政
環
境
部
」、「
兵
庫
県
漁

業
協
同
組
合
連
合
会
」、「
兵
庫
県
森
林
組
合

連
合
会
」、「
兵
庫
六
甲
農
業
協
同
組
合
」、「
生

活
協
同
組
合
コ
ー
プ
こ
う
べ
」
に
も
メ
ン
バ

ー
と
し
て
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
研
究
会
を

設
置
し
て
、
協
働
で
学
び
の
社
会
デ
ザ
イ
ン

と
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
検
討
し
た
。

　ま
ず
、
第
一
次
産
業
お
よ
び
食
を
巡
る
課

題
を
抽
出
し
、
次
に
、
将
来
を
見
据
え
た
学

び
の
社
会
デ
ザ
イ
ン
を
検
討
す
る
た
め
、
50

年
後
の
社
会
像
の
概
観
を
取
り
ま
と
め
た
。

各
団
体
・
機
関
が
行
っ
て
い
る
体
験
学
習
の

課
題
の
抽
出
も
行
い
、
総
合
的
な
生
活
力
を

育
む
た
め
の
学
び
の
要
素
、
学
び
の
社
会
デ

ザ
イ
ン
の
検
討
、
そ
し
て
、
第
一
次
産
業
を

基
盤
と
す
る
学
び
の
体
験
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
策
定
し
た
。以
下
、そ
の
概
要
を
紹
介
す
る
。

人
口
減
少
社
会
に
お
け
る

第
一
次
産
業
の
あ
る
べ
き
姿

　第
一
次
産
業
お
よ
び
食
を
巡
る
課
題
と
し

て
は
、
食
料
自
給
率
の
低
下
、
海
外
か
ら
の

安
い
輸
入
品
や
食
生
活
の
変
化
に
よ
る
国
産

品
の
需
要
量
の
減
少
、
従
事
者
の
減
少
と
高

齢
化
お
よ
び
後
継
者
不
足
、
耕
作
面
積
の
減

少
、
水
質
浄
化
に
よ
る
海
の
貧
栄
養
化
に
起

因
す
る
漁
獲
量
の
減
少
、
森
林
病
害
虫
や
野

生
動
物
に
よ
る
被
害
の
増
大
、
食
生
活
の
変

化
（「
日
本
型
食
生
活
」
か
ら
「
欧
米
型
食

生
活
」
へ
）
に
よ
る
生
活
習
慣
病
の
増
加
、

食
と
第
一
次
産
業
と
の
つ
な
が
り
、
お
よ
び

第
一
次
産
業
間
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
の
認

識
不
足
、
食
品
廃
棄
物
の
増
加
、
食
品
産
業

の
事
業
活
動
の
過
程
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
資
源

を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
るCO

2

排
出
な
ど
の

環
境
負
荷
の
増
大
な
ど
、
非
常
に
多
く
の
問

題
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　一
方
、
50
年
後
の
社
会
像
は
ど
う
な
っ
て

い
る
だ
ろ
う
か
。
日
本
の
人
口
は
２
０
１
０

年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
、
２
１
０
０
年
に
は
、

現
在
の
⅓
ま
で
激
減
す
る
。
こ
の
人
口
減
少

社
会
で
は
、
１
億
２
０
０
０
万
人
時
代
の
狭

い
国
土
や
乏
し
い
資
源
と
比
較
し
て
、
有
効

活
用
し
う
る
土
地
や
資
源
が
多
く
な
る
。
ま

た
、
高
度
経
済
成
長
下
で
軽
視
さ
れ
た
「
食

物
を
作
っ
て
食
べ
る
」
と
い
う
基
礎
生
活
力

の
必
要
性
が
再
認
識
さ
れ
、
そ
れ
は
農
業
を

は
じ
め
と
す
る
第
一
次
産
業
の
再
評
価
に
つ

な
が
る
。
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
は
、
農
林
水

産
業
の
復
権
が
期
待
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　し
か
し
、
高
度
成
長
社
会
で
重
視
さ
れ
た

分
業
シ
ス
テ
ム
の
た
め
、
第
一
次
産
業
同
士

で
の
つ
な
が
り
は
弱
ま
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

今
後
は
、
農
業
、
林
業
、
漁
業
お
よ
び
消
費

者
が
相
互
補
完
し
強
め
合
う
、
自
立
循
環
型

社
会
を
目
指
す
必
要
が
あ
る
（Chart 1

）。

総
合
的
な
生
活
力
を
育
む

学
び
と
は

「
総
合
的
な
生
活
力
」
と
は
、
多
様
な
生
態

系
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
自
然
界
に
お
い

て
自
ら
の
行
動
を
律
し
、
他
者
と
の
協
働
や

創
造
の
楽
し
さ
を
理
解
し
、
未
来
に
希
望
を

も
っ
て
自
立
し
た
生
き
方
を
探
索
で
き
る
基

礎
体
験（
自
然
体
験
・
生
活
体
験
・
社
会
体
験
）

に
裏
打
ち
さ
れ
た
能
力
と
考
え
ら
れ
る
。

　総
合
的
な
生
活
力
を
育
む
学
び
の
要
素
と

し
て
は
、
自
活
力
、
自
然
対
話
力
、
協
働
す

る
力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
４
つ
が

挙
げ
ら
れ
る
（Chart 2

）。

　本
研
究
を
「
学
び
の
社
会
デ
ザ
イ
ン
」
と

し
て
い
る
の
は
、
農
・
林
・
水
産
・
消
費
の

分
野
で
総
合
的
な
生
活
力
を
育
む
取
り
組
み

に
よ
っ
て
、
日
本
社
会
の
持
続
可
能
性
に
貢

献
し
、
流
動
化
す
る
国
際
情
勢
に
も
対
応
で

き
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

る
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
今
後
の
日
本
社

会
の
向
か
う
べ
き
方
向
性
に
大
き
く
影
響
を

与
え
る
。

　研
究
会
メ
ン
バ
ー
の
体
験
学
習
事
業
実
績

や
共
通
課
題
も
踏
ま
え
、
社
会
教
育
お
よ
び

学
校
教
育
に
お
け
る
総
合
的
な
事
業
展
開
の

社
会
デ
ザ
イ
ン
を
以
下
の
よ
う
に
提
案
し
た

い
。

①
点
と
し
て
の
取
り
組
み
：
第
一
次
産
業
間

お
よ
び
消
費
を
総
合
的
に
つ
な
げ
て
考
え

る
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
各
事
業
主

体
が
共
通
の
考
え
と
し
て
確
認
し
合
い
体

験
事
業
な
ど
に
反
映
す
る
。

②
線
と
し
て
の
取
り
組
み
：
各
事
業
主
体
が

連
携
し
て
体
験
事
業
な
ど
を
積
極
的
に
実

施
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
事
業
参
加
者
に

つ
な
が
り
を
理
解
し
、
そ
の
重
要
性
を
認

識
し
て
も
ら
う
。

③
面
と
し
て
の
取
り
組
み
：
各
事
業
主
体
協

力
の
下
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
的
学
び
を
総

合
的
に
デ
ザ
イ
ン
し
た
年
間
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
作
成
し
、
青
年
層
を
対
象
に
実
施
す
る
。

④
点
・
線
・
面
の
取
り
組
み
を
有
機
的
に
つ

な
げ
る
た
め
の
取
り
組
み
：
各
事
業
主
体

が
共
有
で
き
る
共
通
目
標
を
策
定
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
機
会
を
通
じ
て
、
そ
の
必
要
性

と
活
動
の
全
体
像
に
つ
い
て
社
会
に
提
案

を
行
う
。

⑤
幼
児
期
か
ら
大
学
生
ま
で
の
年
代
を
つ
な

ぐ
継
続
的
な
取
り
組
み
の
デ
ザ
イ
ン
：
保

育
所
か
ら
大
学
生
ま
で
の
各
年
齢
を
対
象

と
し
た
学
校
内
外
で
の
取
り
組
み
を
時
系

列
的
に
整
理
し
、
総
合
的
な
生
活
力
を
育

む
た
め
の
体
験
的
学
び
を
体
系
化
す
る
。

体
験
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

策
定
と

モ
デ
ル
事
業
の
実
証

　大
学
生
な
ど
の
青
年
層
を
対
象
に
、
一
般

的
な
農
業
の
現
状
を
理
解
す
る
だ
け
で
な
く
、

年
間
を
通
じ
て
農
作
業
や
林
業
、
漁
業
な
ど

を
体
系
的
に
体
験
で
き
、
ま
た
、
第
一
次
産

業
や
食
を
巡
る
課
題
、
水
、
生
物
多
様
性
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
問
題
な
ど
の
座
学
も
取

第
一
次
産
業
を
基
盤
と
し
た

総
合
的
な

学
び
の
社
会
デ
ザ
イ
ン

若
者
の「
生
き
る
力
」を
育
む
に
は
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り
入
れ
た
、
総
合
的
な
体
験
学
習
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
策
定
し
た
。

　具
体
的
に
は
、
農
業
体
験
は
、
田
畑
の
草

刈
り
・
こ
う耕

　
う
ん耘

、
た
い堆

　
ひ肥

づ
く
り
、
米
・
小
麦
・

夏
野
菜
・
サ
ツ
マ
イ
モ
・
秋
冬
野
菜
な
ど
の

植
え
付
け
、
水
や
り
、
草
刈
り
な
ど
の
管
理
、

収
穫
で
あ
る
。
漁
業
体
験
に
お
い
て
は
、
カ

キ
・
わ
か
め
の
養
殖
体
験
、魚
の
さ
ば
き
体
験
、

林
業
体
験
に
お
い
て
は
、
森
林
整
備
の
実
態

（
＊
１
）
兵
庫
県
西
宮
市
を
拠
点

に
市
民
・
事
業
者
・
行
政
の
連

携
で
、
食
・
農
・
自
然
・
環
境

な
ど
の
社
会
的
課
題
に
取
り
組
み
、

持
続
可
能
な
社
会
シ
ス
テ
ム
づ
く

り
を
目
指
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
。

把
握
と
間
伐
体
験
、ま
た
食
育
・
火
育（
＊
２
）

実
習
な
ど
を
行
う
。
研
究
会
で
の
報
告
と
フ

ォ
ロ
ー
な
ど
も
含
め
、
年
間
計
32
回
の
体
験

学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
（Chart 3

）。

　フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
農
業
体
験
は
、Ｌ
Ｅ
Ａ

Ｆ
が
兵
庫
県
西
宮
市
内
の
寺
院
の
協
力
を
得

て
使
用
し
て
い
る
農
地
、
漁
業
体
験
は
、
兵

庫
県
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
の
漁
場
、
林
業

体
験
は
、
兵
庫
県
森
林
組
合
連
合
会
の
森
林

お
よ
び
生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ
こ
う
べ
が
所

有
し
て
い
る
森
を
予
定
し
て
い
る
。

　２
０
１
３
年
５
月
よ
り
、
大
学
生
を
対
象

に
、
青
年
層
の
視
点
で
体
験
を
通
じ
て
学
ん

だ
こ
と
を
自
己
分
析
し
、「
総
合
的
な
生
活

力
」
や
「
自
立
し
た
生
き
方
」
に
つ
い
て
の

意
識
変
化
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
の
効
果
に
つ

い
て
評
価
を
行
う
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
し
て

い
る
。

さ
い
ご
に

　今
後
は
、
国
や
自
治
体
、
第
一
次
産
業
の

関
係
団
体
・
機
関
の
協
力
を
得
て
検
討
し
て

き
た
モ
デ
ル
事
業
の
検
証
を
行
う
と
と
も
に
、

体
制
や
資
金
面
な
ど
持
続
可
能
な
事
業
と
な

る
よ
う
な
仕
組
み
の
検
討
も
進
め
、
今
回
紹

介
し
た
学
び
の
社
会
デ
ザ
イ
ン
お
よ
び
体
験

学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
急

務
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
、

こ
れ
か
ら
の
大
き
な
社
会
変
化
に
対
応
で
き

る
青
年
層
の
生
活
力
の
育
成
に
貢
献
し
、
広

く
水
平
展
開
で
き
る
よ
う
、
行
政
お
よ
び
教

育
機
関
、
ま
た
他
の
機
関
・
団
体
へ
の
提
案

活
動
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

消費者

林業

魚粉飼料の提供

土
地
栄
養
分
の
流
入手

入
れ
の
協
力

水・酸素・
材木資源の
提供

資源利用・
手入れ資金の
供出

水産
物の
購入
・

栄養
塩の
流入

水産
物の
提供生ゴミ堆肥の

提供

農作物の提供

魚
粉
飼
料
の
提
供水・土

地
栄
養
分
の
流

入

土地栄養分の流入

農業

第一次産業と消費生活は互いに支え合っている

漁業

Fishery

Consumer

Forestry

Agriculture

出典／学びの社会デザイン研究会資料より

Chart 1



協働する力
青少年の成長過程で重要である

集団行動や集団における意思決定、
相互成長といった

協働する力を身につける。

自然対話力
農林水産の体験を通じて、

収穫に与える天候、
気温、生物などの影響を予見できる

自然対話力を身につける。

コミュニケーション力
協働作業により、メンバーの話を聞く力、

メンバーに自分の考えや
思いを伝える力などの

コミュニケーション力を身につける。

総合的な生活力を育む３つの体験

自活力
年間を通じて農業の作業工程を

責任をもって運営し、
知識・技術を体得することにより、

生きるうえでの
自活力を身につける。

総合的な生活力を獲得

基礎体験の欠如

自然
体験

子
ど
も
た
ち
の

「
生
き
る
力
」を

育
む
機
会
が
必
要

　児
童
・
青
年
層
の「
生
き
る
力（
人
間
力
・

生
活
力
）」
が
弱
体
化
し
て
い
る
。
そ
の
原

因
と
し
て
、「
自
然
や
地
域
社
会
と
深
く
関

わ
る
機
会
の
減
少
」、「
集
団
生
活
の
不
足
」

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
で
は
、
彼
ら
の
感
性

や
生
き
る
力
を
育
む
に
は
、
な
に
が
必
要
な

の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
考
え
ら
れ
る
の
は
、
現

在
の
若
年
層
に
不
足
し
て
い
る
、
自
然
体
験
、

生
活
体
験
、
社
会
体
験
で
あ
る
。

　大
阪
ガ
ス
㈱
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
文
化
研
究
所

（
Ｃ
Ｅ
Ｌ
）
は
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
こ
ど
も
環
境
活

動
支
援
協
会（
Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｆ
）（
＊
１
）と
協
働
し
、

持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
を
担
う
青
年
層

（
小
学
生
〜
大
学
生
）
を
育
成
す
る
た
め
、

農
・
林
・
水
産
業
な
ど
の
第
一
次
産
業
分
野

で
の
総
合
的
な
体
験
学
習
の
機
会
を
創
出
し
、

生
活
力
を
育
む
学
び
の
社
会
デ
ザ
イ
ン
の
研

究
を
２
０
１
１
年
度
か
ら
行
っ
て
き
た
。
第

一
次
産
業
を
担
う
「
農
林
水
産
省
近
畿
農
政

局
」、「
兵
庫
県
農
政
環
境
部
」、「
兵
庫
県
漁

業
協
同
組
合
連
合
会
」、「
兵
庫
県
森
林
組
合

連
合
会
」、「
兵
庫
六
甲
農
業
協
同
組
合
」、「
生

活
協
同
組
合
コ
ー
プ
こ
う
べ
」
に
も
メ
ン
バ

ー
と
し
て
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
研
究
会
を

設
置
し
て
、
協
働
で
学
び
の
社
会
デ
ザ
イ
ン

と
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
検
討
し
た
。

　ま
ず
、
第
一
次
産
業
お
よ
び
食
を
巡
る
課

題
を
抽
出
し
、
次
に
、
将
来
を
見
据
え
た
学

び
の
社
会
デ
ザ
イ
ン
を
検
討
す
る
た
め
、
50

年
後
の
社
会
像
の
概
観
を
取
り
ま
と
め
た
。

各
団
体
・
機
関
が
行
っ
て
い
る
体
験
学
習
の

課
題
の
抽
出
も
行
い
、
総
合
的
な
生
活
力
を

育
む
た
め
の
学
び
の
要
素
、
学
び
の
社
会
デ

ザ
イ
ン
の
検
討
、
そ
し
て
、
第
一
次
産
業
を

基
盤
と
す
る
学
び
の
体
験
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
策
定
し
た
。以
下
、そ
の
概
要
を
紹
介
す
る
。

人
口
減
少
社
会
に
お
け
る

第
一
次
産
業
の
あ
る
べ
き
姿

　第
一
次
産
業
お
よ
び
食
を
巡
る
課
題
と
し

て
は
、
食
料
自
給
率
の
低
下
、
海
外
か
ら
の

安
い
輸
入
品
や
食
生
活
の
変
化
に
よ
る
国
産

品
の
需
要
量
の
減
少
、
従
事
者
の
減
少
と
高

齢
化
お
よ
び
後
継
者
不
足
、
耕
作
面
積
の
減

少
、
水
質
浄
化
に
よ
る
海
の
貧
栄
養
化
に
起

因
す
る
漁
獲
量
の
減
少
、
森
林
病
害
虫
や
野

生
動
物
に
よ
る
被
害
の
増
大
、
食
生
活
の
変

化
（「
日
本
型
食
生
活
」
か
ら
「
欧
米
型
食

生
活
」
へ
）
に
よ
る
生
活
習
慣
病
の
増
加
、

食
と
第
一
次
産
業
と
の
つ
な
が
り
、
お
よ
び

第
一
次
産
業
間
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
の
認

識
不
足
、
食
品
廃
棄
物
の
増
加
、
食
品
産
業

の
事
業
活
動
の
過
程
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
資
源

を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
るCO

2

排
出
な
ど
の

環
境
負
荷
の
増
大
な
ど
、
非
常
に
多
く
の
問

題
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　一
方
、
50
年
後
の
社
会
像
は
ど
う
な
っ
て

い
る
だ
ろ
う
か
。
日
本
の
人
口
は
２
０
１
０

年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
、
２
１
０
０
年
に
は
、

現
在
の
⅓
ま
で
激
減
す
る
。
こ
の
人
口
減
少

社
会
で
は
、
１
億
２
０
０
０
万
人
時
代
の
狭

い
国
土
や
乏
し
い
資
源
と
比
較
し
て
、
有
効

活
用
し
う
る
土
地
や
資
源
が
多
く
な
る
。
ま

た
、
高
度
経
済
成
長
下
で
軽
視
さ
れ
た
「
食

物
を
作
っ
て
食
べ
る
」
と
い
う
基
礎
生
活
力

の
必
要
性
が
再
認
識
さ
れ
、
そ
れ
は
農
業
を

は
じ
め
と
す
る
第
一
次
産
業
の
再
評
価
に
つ

な
が
る
。
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
は
、
農
林
水

産
業
の
復
権
が
期
待
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　し
か
し
、
高
度
成
長
社
会
で
重
視
さ
れ
た

分
業
シ
ス
テ
ム
の
た
め
、
第
一
次
産
業
同
士

で
の
つ
な
が
り
は
弱
ま
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

今
後
は
、
農
業
、
林
業
、
漁
業
お
よ
び
消
費

者
が
相
互
補
完
し
強
め
合
う
、
自
立
循
環
型

社
会
を
目
指
す
必
要
が
あ
る
（Chart 1

）。

総
合
的
な
生
活
力
を
育
む

学
び
と
は

「
総
合
的
な
生
活
力
」
と
は
、
多
様
な
生
態

系
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
自
然
界
に
お
い

て
自
ら
の
行
動
を
律
し
、
他
者
と
の
協
働
や

創
造
の
楽
し
さ
を
理
解
し
、
未
来
に
希
望
を

も
っ
て
自
立
し
た
生
き
方
を
探
索
で
き
る
基

礎
体
験（
自
然
体
験
・
生
活
体
験
・
社
会
体
験
）

に
裏
打
ち
さ
れ
た
能
力
と
考
え
ら
れ
る
。

　総
合
的
な
生
活
力
を
育
む
学
び
の
要
素
と

し
て
は
、
自
活
力
、
自
然
対
話
力
、
協
働
す

る
力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
４
つ
が

挙
げ
ら
れ
る
（Chart 2

）。

　本
研
究
を
「
学
び
の
社
会
デ
ザ
イ
ン
」
と

し
て
い
る
の
は
、
農
・
林
・
水
産
・
消
費
の

分
野
で
総
合
的
な
生
活
力
を
育
む
取
り
組
み

に
よ
っ
て
、
日
本
社
会
の
持
続
可
能
性
に
貢

献
し
、
流
動
化
す
る
国
際
情
勢
に
も
対
応
で

き
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

る
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
今
後
の
日
本
社

会
の
向
か
う
べ
き
方
向
性
に
大
き
く
影
響
を

与
え
る
。

　研
究
会
メ
ン
バ
ー
の
体
験
学
習
事
業
実
績

や
共
通
課
題
も
踏
ま
え
、
社
会
教
育
お
よ
び

学
校
教
育
に
お
け
る
総
合
的
な
事
業
展
開
の

社
会
デ
ザ
イ
ン
を
以
下
の
よ
う
に
提
案
し
た

い
。

①
点
と
し
て
の
取
り
組
み
：
第
一
次
産
業
間

お
よ
び
消
費
を
総
合
的
に
つ
な
げ
て
考
え

る
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
各
事
業
主

体
が
共
通
の
考
え
と
し
て
確
認
し
合
い
体

験
事
業
な
ど
に
反
映
す
る
。

②
線
と
し
て
の
取
り
組
み
：
各
事
業
主
体
が

連
携
し
て
体
験
事
業
な
ど
を
積
極
的
に
実

施
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
事
業
参
加
者
に

つ
な
が
り
を
理
解
し
、
そ
の
重
要
性
を
認

識
し
て
も
ら
う
。

③
面
と
し
て
の
取
り
組
み
：
各
事
業
主
体
協

力
の
下
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
的
学
び
を
総

合
的
に
デ
ザ
イ
ン
し
た
年
間
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
作
成
し
、
青
年
層
を
対
象
に
実
施
す
る
。

④
点
・
線
・
面
の
取
り
組
み
を
有
機
的
に
つ

な
げ
る
た
め
の
取
り
組
み
：
各
事
業
主
体

が
共
有
で
き
る
共
通
目
標
を
策
定
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
機
会
を
通
じ
て
、
そ
の
必
要
性

と
活
動
の
全
体
像
に
つ
い
て
社
会
に
提
案

を
行
う
。

⑤
幼
児
期
か
ら
大
学
生
ま
で
の
年
代
を
つ
な

ぐ
継
続
的
な
取
り
組
み
の
デ
ザ
イ
ン
：
保

育
所
か
ら
大
学
生
ま
で
の
各
年
齢
を
対
象

と
し
た
学
校
内
外
で
の
取
り
組
み
を
時
系

列
的
に
整
理
し
、
総
合
的
な
生
活
力
を
育

む
た
め
の
体
験
的
学
び
を
体
系
化
す
る
。

体
験
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

策
定
と

モ
デ
ル
事
業
の
実
証

　大
学
生
な
ど
の
青
年
層
を
対
象
に
、
一
般

的
な
農
業
の
現
状
を
理
解
す
る
だ
け
で
な
く
、

年
間
を
通
じ
て
農
作
業
や
林
業
、
漁
業
な
ど

を
体
系
的
に
体
験
で
き
、
ま
た
、
第
一
次
産

業
や
食
を
巡
る
課
題
、
水
、
生
物
多
様
性
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
問
題
な
ど
の
座
学
も
取

り
入
れ
た
、
総
合
的
な
体
験
学
習
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
策
定
し
た
。

　具
体
的
に
は
、
農
業
体
験
は
、
田
畑
の
草

刈
り
・
こ
う耕

　
う
ん耘

、
た
い堆

　
ひ肥

づ
く
り
、
米
・
小
麦
・

夏
野
菜
・
サ
ツ
マ
イ
モ
・
秋
冬
野
菜
な
ど
の

植
え
付
け
、
水
や
り
、
草
刈
り
な
ど
の
管
理
、

収
穫
で
あ
る
。
漁
業
体
験
に
お
い
て
は
、
カ

キ
・
わ
か
め
の
養
殖
体
験
、魚
の
さ
ば
き
体
験
、

林
業
体
験
に
お
い
て
は
、
森
林
整
備
の
実
態
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（
＊
２
）「
火
育
」
と
は
、
安
全
な

火
の
お
こ
し
方
や
扱
い
方
、
火
を

使
っ
た
調
理
な
ど
、
子
ど
も
た
ち

が
「
火
に
親
し
み
、
火
を
学
ぶ
」

体
験
を
通
じ
て
、
豊
か
な
心
を

育
み
、
生
き
る
力
を
高
め
る
教

育
の
こ
と
。

把
握
と
間
伐
体
験
、ま
た
食
育
・
火
育（
＊
２
）

実
習
な
ど
を
行
う
。
研
究
会
で
の
報
告
と
フ

ォ
ロ
ー
な
ど
も
含
め
、
年
間
計
32
回
の
体
験

学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
（Chart 3

）。

　フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
農
業
体
験
は
、Ｌ
Ｅ
Ａ

Ｆ
が
兵
庫
県
西
宮
市
内
の
寺
院
の
協
力
を
得

て
使
用
し
て
い
る
農
地
、
漁
業
体
験
は
、
兵

庫
県
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
の
漁
場
、
林
業

体
験
は
、
兵
庫
県
森
林
組
合
連
合
会
の
森
林

お
よ
び
生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ
こ
う
べ
が
所

有
し
て
い
る
森
を
予
定
し
て
い
る
。

　２
０
１
３
年
５
月
よ
り
、
大
学
生
を
対
象

に
、
青
年
層
の
視
点
で
体
験
を
通
じ
て
学
ん

だ
こ
と
を
自
己
分
析
し
、「
総
合
的
な
生
活

力
」
や
「
自
立
し
た
生
き
方
」
に
つ
い
て
の

意
識
変
化
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
の
効
果
に
つ

い
て
評
価
を
行
う
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
し
て

い
る
。

さ
い
ご
に

　今
後
は
、
国
や
自
治
体
、
第
一
次
産
業
の

関
係
団
体
・
機
関
の
協
力
を
得
て
検
討
し
て

き
た
モ
デ
ル
事
業
の
検
証
を
行
う
と
と
も
に
、

体
制
や
資
金
面
な
ど
持
続
可
能
な
事
業
と
な

る
よ
う
な
仕
組
み
の
検
討
も
進
め
、
今
回
紹

介
し
た
学
び
の
社
会
デ
ザ
イ
ン
お
よ
び
体
験

学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
急

務
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
、

こ
れ
か
ら
の
大
き
な
社
会
変
化
に
対
応
で
き

る
青
年
層
の
生
活
力
の
育
成
に
貢
献
し
、
広

く
水
平
展
開
で
き
る
よ
う
、
行
政
お
よ
び
教

育
機
関
、
ま
た
他
の
機
関
・
団
体
へ
の
提
案

活
動
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

農業

カキの身を出す

体験学習プログラム1

体験学習プログラムでの実践例

Step 3

農業・林業・漁業において、
どのような学習や体験を体系的に行うことで、

総合的な視野や自立した生活力を
身につけることにつながるのかを実証する。

土づくりから収穫までの作
業で、自然との対話のなか
で作物を育てることを学ぶ。林業

体験学習プログラム2 農地や海を豊かにする森林
のあり方と人々の関わりを
考える。

ロープを
養殖イカダへ
つるす

Step 2

カキの稚貝を付けた
ホタテを

ロープにくくる

Step 1

玉切りした木を集積

Step 3

伐採した木を
使いやすい

長さに切る「玉切り」

Step 2

漁業
体験学習プログラム3 森や農地、人々の暮らしと

のつながりで成り立ってい
た漁業のあり方を捉え直す。

不要な木を切る
「間伐」

Step 1

収穫した
米を

飯盒で炊く

Step 7

脱穀

Step 6

稲刈り

Step 5

防鳥ネットを張る

Step 4

田んぼの草を抜く

Step 3

田植え

Step 2

水田を耕す

Step 1

生活
体験

社会
体験

Chart 2

Chart 3

協働する力
青少年の成長過程で重要である

集団行動や集団における意思決定、
相互成長といった

協働する力を身につける。

自然対話力
農林水産の体験を通じて、

収穫に与える天候、
気温、生物などの影響を予見できる

自然対話力を身につける。

コミュニケーション力
協働作業により、メンバーの話を聞く力、

メンバーに自分の考えや
思いを伝える力などの

コミュニケーション力を身につける。

総合的な生活力を育む３つの体験

自活力
年間を通じて農業の作業工程を

責任をもって運営し、
知識・技術を体得することにより、

生きるうえでの
自活力を身につける。

総合的な生活力を獲得

基礎体験の欠如

自然
体験

子
ど
も
た
ち
の

「
生
き
る
力
」を

育
む
機
会
が
必
要

　児
童
・
青
年
層
の「
生
き
る
力（
人
間
力
・

生
活
力
）」
が
弱
体
化
し
て
い
る
。
そ
の
原

因
と
し
て
、「
自
然
や
地
域
社
会
と
深
く
関

わ
る
機
会
の
減
少
」、「
集
団
生
活
の
不
足
」

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
で
は
、
彼
ら
の
感
性

や
生
き
る
力
を
育
む
に
は
、
な
に
が
必
要
な

の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
考
え
ら
れ
る
の
は
、
現

在
の
若
年
層
に
不
足
し
て
い
る
、
自
然
体
験
、

生
活
体
験
、
社
会
体
験
で
あ
る
。

　大
阪
ガ
ス
㈱
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
文
化
研
究
所

（
Ｃ
Ｅ
Ｌ
）
は
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
こ
ど
も
環
境
活

動
支
援
協
会（
Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｆ
）（
＊
１
）と
協
働
し
、

持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
を
担
う
青
年
層

（
小
学
生
〜
大
学
生
）
を
育
成
す
る
た
め
、

農
・
林
・
水
産
業
な
ど
の
第
一
次
産
業
分
野

で
の
総
合
的
な
体
験
学
習
の
機
会
を
創
出
し
、

生
活
力
を
育
む
学
び
の
社
会
デ
ザ
イ
ン
の
研

究
を
２
０
１
１
年
度
か
ら
行
っ
て
き
た
。
第

一
次
産
業
を
担
う
「
農
林
水
産
省
近
畿
農
政

局
」、「
兵
庫
県
農
政
環
境
部
」、「
兵
庫
県
漁

業
協
同
組
合
連
合
会
」、「
兵
庫
県
森
林
組
合

連
合
会
」、「
兵
庫
六
甲
農
業
協
同
組
合
」、「
生

活
協
同
組
合
コ
ー
プ
こ
う
べ
」
に
も
メ
ン
バ

ー
と
し
て
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
研
究
会
を

設
置
し
て
、
協
働
で
学
び
の
社
会
デ
ザ
イ
ン

と
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
検
討
し
た
。

　ま
ず
、
第
一
次
産
業
お
よ
び
食
を
巡
る
課

題
を
抽
出
し
、
次
に
、
将
来
を
見
据
え
た
学

び
の
社
会
デ
ザ
イ
ン
を
検
討
す
る
た
め
、
50

年
後
の
社
会
像
の
概
観
を
取
り
ま
と
め
た
。

各
団
体
・
機
関
が
行
っ
て
い
る
体
験
学
習
の

課
題
の
抽
出
も
行
い
、
総
合
的
な
生
活
力
を

育
む
た
め
の
学
び
の
要
素
、
学
び
の
社
会
デ

ザ
イ
ン
の
検
討
、
そ
し
て
、
第
一
次
産
業
を

基
盤
と
す
る
学
び
の
体
験
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
策
定
し
た
。以
下
、そ
の
概
要
を
紹
介
す
る
。

人
口
減
少
社
会
に
お
け
る

第
一
次
産
業
の
あ
る
べ
き
姿

　第
一
次
産
業
お
よ
び
食
を
巡
る
課
題
と
し

て
は
、
食
料
自
給
率
の
低
下
、
海
外
か
ら
の

安
い
輸
入
品
や
食
生
活
の
変
化
に
よ
る
国
産

品
の
需
要
量
の
減
少
、
従
事
者
の
減
少
と
高

齢
化
お
よ
び
後
継
者
不
足
、
耕
作
面
積
の
減

少
、
水
質
浄
化
に
よ
る
海
の
貧
栄
養
化
に
起

因
す
る
漁
獲
量
の
減
少
、
森
林
病
害
虫
や
野

生
動
物
に
よ
る
被
害
の
増
大
、
食
生
活
の
変

化
（「
日
本
型
食
生
活
」
か
ら
「
欧
米
型
食

生
活
」
へ
）
に
よ
る
生
活
習
慣
病
の
増
加
、

食
と
第
一
次
産
業
と
の
つ
な
が
り
、
お
よ
び

第
一
次
産
業
間
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
の
認

識
不
足
、
食
品
廃
棄
物
の
増
加
、
食
品
産
業

の
事
業
活
動
の
過
程
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
資
源

を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
るCO

2

排
出
な
ど
の

環
境
負
荷
の
増
大
な
ど
、
非
常
に
多
く
の
問

題
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　一
方
、
50
年
後
の
社
会
像
は
ど
う
な
っ
て

い
る
だ
ろ
う
か
。
日
本
の
人
口
は
２
０
１
０

年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
、
２
１
０
０
年
に
は
、

現
在
の
⅓
ま
で
激
減
す
る
。
こ
の
人
口
減
少

社
会
で
は
、
１
億
２
０
０
０
万
人
時
代
の
狭

い
国
土
や
乏
し
い
資
源
と
比
較
し
て
、
有
効

活
用
し
う
る
土
地
や
資
源
が
多
く
な
る
。
ま

た
、
高
度
経
済
成
長
下
で
軽
視
さ
れ
た
「
食

物
を
作
っ
て
食
べ
る
」
と
い
う
基
礎
生
活
力

の
必
要
性
が
再
認
識
さ
れ
、
そ
れ
は
農
業
を

は
じ
め
と
す
る
第
一
次
産
業
の
再
評
価
に
つ

な
が
る
。
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
は
、
農
林
水

産
業
の
復
権
が
期
待
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　し
か
し
、
高
度
成
長
社
会
で
重
視
さ
れ
た

分
業
シ
ス
テ
ム
の
た
め
、
第
一
次
産
業
同
士

で
の
つ
な
が
り
は
弱
ま
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

今
後
は
、
農
業
、
林
業
、
漁
業
お
よ
び
消
費

者
が
相
互
補
完
し
強
め
合
う
、
自
立
循
環
型

社
会
を
目
指
す
必
要
が
あ
る
（Chart 1

）。

総
合
的
な
生
活
力
を
育
む

学
び
と
は

「
総
合
的
な
生
活
力
」
と
は
、
多
様
な
生
態

系
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
自
然
界
に
お
い

て
自
ら
の
行
動
を
律
し
、
他
者
と
の
協
働
や

創
造
の
楽
し
さ
を
理
解
し
、
未
来
に
希
望
を

も
っ
て
自
立
し
た
生
き
方
を
探
索
で
き
る
基

礎
体
験（
自
然
体
験
・
生
活
体
験
・
社
会
体
験
）

に
裏
打
ち
さ
れ
た
能
力
と
考
え
ら
れ
る
。

　総
合
的
な
生
活
力
を
育
む
学
び
の
要
素
と

し
て
は
、
自
活
力
、
自
然
対
話
力
、
協
働
す

る
力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
４
つ
が

挙
げ
ら
れ
る
（Chart 2

）。

　本
研
究
を
「
学
び
の
社
会
デ
ザ
イ
ン
」
と

し
て
い
る
の
は
、
農
・
林
・
水
産
・
消
費
の

分
野
で
総
合
的
な
生
活
力
を
育
む
取
り
組
み

に
よ
っ
て
、
日
本
社
会
の
持
続
可
能
性
に
貢

献
し
、
流
動
化
す
る
国
際
情
勢
に
も
対
応
で

き
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

る
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
今
後
の
日
本
社

会
の
向
か
う
べ
き
方
向
性
に
大
き
く
影
響
を

与
え
る
。

　研
究
会
メ
ン
バ
ー
の
体
験
学
習
事
業
実
績

や
共
通
課
題
も
踏
ま
え
、
社
会
教
育
お
よ
び

学
校
教
育
に
お
け
る
総
合
的
な
事
業
展
開
の

社
会
デ
ザ
イ
ン
を
以
下
の
よ
う
に
提
案
し
た

い
。

①
点
と
し
て
の
取
り
組
み
：
第
一
次
産
業
間

お
よ
び
消
費
を
総
合
的
に
つ
な
げ
て
考
え

る
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
各
事
業
主

体
が
共
通
の
考
え
と
し
て
確
認
し
合
い
体

験
事
業
な
ど
に
反
映
す
る
。

②
線
と
し
て
の
取
り
組
み
：
各
事
業
主
体
が

連
携
し
て
体
験
事
業
な
ど
を
積
極
的
に
実

施
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
事
業
参
加
者
に

つ
な
が
り
を
理
解
し
、
そ
の
重
要
性
を
認

識
し
て
も
ら
う
。

③
面
と
し
て
の
取
り
組
み
：
各
事
業
主
体
協

力
の
下
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
的
学
び
を
総

合
的
に
デ
ザ
イ
ン
し
た
年
間
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
作
成
し
、
青
年
層
を
対
象
に
実
施
す
る
。

④
点
・
線
・
面
の
取
り
組
み
を
有
機
的
に
つ

な
げ
る
た
め
の
取
り
組
み
：
各
事
業
主
体

が
共
有
で
き
る
共
通
目
標
を
策
定
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
機
会
を
通
じ
て
、
そ
の
必
要
性

と
活
動
の
全
体
像
に
つ
い
て
社
会
に
提
案

を
行
う
。

⑤
幼
児
期
か
ら
大
学
生
ま
で
の
年
代
を
つ
な

ぐ
継
続
的
な
取
り
組
み
の
デ
ザ
イ
ン
：
保

育
所
か
ら
大
学
生
ま
で
の
各
年
齢
を
対
象

と
し
た
学
校
内
外
で
の
取
り
組
み
を
時
系

列
的
に
整
理
し
、
総
合
的
な
生
活
力
を
育

む
た
め
の
体
験
的
学
び
を
体
系
化
す
る
。

体
験
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

策
定
と

モ
デ
ル
事
業
の
実
証

　大
学
生
な
ど
の
青
年
層
を
対
象
に
、
一
般

的
な
農
業
の
現
状
を
理
解
す
る
だ
け
で
な
く
、

年
間
を
通
じ
て
農
作
業
や
林
業
、
漁
業
な
ど

を
体
系
的
に
体
験
で
き
、
ま
た
、
第
一
次
産

業
や
食
を
巡
る
課
題
、
水
、
生
物
多
様
性
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
問
題
な
ど
の
座
学
も
取

り
入
れ
た
、
総
合
的
な
体
験
学
習
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
策
定
し
た
。

　具
体
的
に
は
、
農
業
体
験
は
、
田
畑
の
草

刈
り
・
こ
う耕

　
う
ん耘

、
た
い堆

　
ひ肥

づ
く
り
、
米
・
小
麦
・

夏
野
菜
・
サ
ツ
マ
イ
モ
・
秋
冬
野
菜
な
ど
の

植
え
付
け
、
水
や
り
、
草
刈
り
な
ど
の
管
理
、

収
穫
で
あ
る
。
漁
業
体
験
に
お
い
て
は
、
カ

キ
・
わ
か
め
の
養
殖
体
験
、魚
の
さ
ば
き
体
験
、

林
業
体
験
に
お
い
て
は
、
森
林
整
備
の
実
態
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（
＊
２
）「
火
育
」
と
は
、
安
全
な

火
の
お
こ
し
方
や
扱
い
方
、
火
を

使
っ
た
調
理
な
ど
、
子
ど
も
た
ち

が
「
火
に
親
し
み
、
火
を
学
ぶ
」

体
験
を
通
じ
て
、
豊
か
な
心
を

育
み
、
生
き
る
力
を
高
め
る
教

育
の
こ
と
。

把
握
と
間
伐
体
験
、ま
た
食
育
・
火
育（
＊
２
）

実
習
な
ど
を
行
う
。
研
究
会
で
の
報
告
と
フ

ォ
ロ
ー
な
ど
も
含
め
、
年
間
計
32
回
の
体
験

学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
（Chart 3

）。

　フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
農
業
体
験
は
、Ｌ
Ｅ
Ａ

Ｆ
が
兵
庫
県
西
宮
市
内
の
寺
院
の
協
力
を
得

て
使
用
し
て
い
る
農
地
、
漁
業
体
験
は
、
兵

庫
県
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
の
漁
場
、
林
業

体
験
は
、
兵
庫
県
森
林
組
合
連
合
会
の
森
林

お
よ
び
生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ
こ
う
べ
が
所

有
し
て
い
る
森
を
予
定
し
て
い
る
。

　２
０
１
３
年
５
月
よ
り
、
大
学
生
を
対
象

に
、
青
年
層
の
視
点
で
体
験
を
通
じ
て
学
ん

だ
こ
と
を
自
己
分
析
し
、「
総
合
的
な
生
活

力
」
や
「
自
立
し
た
生
き
方
」
に
つ
い
て
の

意
識
変
化
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
の
効
果
に
つ

い
て
評
価
を
行
う
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
し
て

い
る
。

さ
い
ご
に

　今
後
は
、
国
や
自
治
体
、
第
一
次
産
業
の

関
係
団
体
・
機
関
の
協
力
を
得
て
検
討
し
て

き
た
モ
デ
ル
事
業
の
検
証
を
行
う
と
と
も
に
、

体
制
や
資
金
面
な
ど
持
続
可
能
な
事
業
と
な

る
よ
う
な
仕
組
み
の
検
討
も
進
め
、
今
回
紹

介
し
た
学
び
の
社
会
デ
ザ
イ
ン
お
よ
び
体
験

学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
急

務
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
、

こ
れ
か
ら
の
大
き
な
社
会
変
化
に
対
応
で
き

る
青
年
層
の
生
活
力
の
育
成
に
貢
献
し
、
広

く
水
平
展
開
で
き
る
よ
う
、
行
政
お
よ
び
教

育
機
関
、
ま
た
他
の
機
関
・
団
体
へ
の
提
案

活
動
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

農業

カキの身を出す

体験学習プログラム1

体験学習プログラムでの実践例

Step 3

農業・林業・漁業において、
どのような学習や体験を体系的に行うことで、

総合的な視野や自立した生活力を
身につけることにつながるのかを実証する。

土づくりから収穫までの作
業で、自然との対話のなか
で作物を育てることを学ぶ。林業

体験学習プログラム2 農地や海を豊かにする森林
のあり方と人々の関わりを
考える。

ロープを
養殖イカダへ
つるす

Step 2

カキの稚貝を付けた
ホタテを

ロープにくくる

Step 1

玉切りした木を集積

Step 3

伐採した木を
使いやすい

長さに切る「玉切り」

Step 2

漁業
体験学習プログラム3 森や農地、人々の暮らしと

のつながりで成り立ってい
た漁業のあり方を捉え直す。

不要な木を切る
「間伐」

Step 1

収穫した
米を

飯盒で炊く

Step 7

脱穀

Step 6

稲刈り

Step 5

防鳥ネットを張る

Step 4

田んぼの草を抜く

Step 3

田植え

Step 2

水田を耕す

Step 1

生活
体験

社会
体験

Chart 2

Chart 3


